
岡
版
で
あ
る
。
先
づ
地
圖
上
に
位
置
を
示
し
、
遽
望
や
實
測
魍
を

入
れ
、
次
で
零
物
全
部
及
そ
の
拓
本
を
牧
め
、
更
に
必
要
な
る
文

字
は
殆
ん
さ
實
大
ミ
恩
は
る
、
大
き
さ
の
爲
眞
ミ
妬
影
噺
こ
を
併
濾

し
て
以
て
研
究
者
に
領
地
に
在
む
が
如
き
便
宜
を
與
へ
た
事
で
あ

み
b
特
に
所
要
の
文
字
一
字
の
た
め
に
で
も
一
枚
の
圖
版
を
用
ひ

た
事
は
「
精
査
」
く
」
言
ふ
名
に
駈
ぢ
ぬ
近
來
の
試
み
で
あ
る
S
言
へ

や
う
。
〔
以
上
中
村
〕

⑭
温
　
四
維
　
集

・
從
來
尾
張
國
に
於
け
る
史
料
癸
蹟
の
探
究
踏
査
を
行
っ
た
牧
獲

の
中
学
秀
な
る
も
の
を
或
は
総
葉
書
に
撮
影
し
敢
は
坂
新
版
に
上

せ
て
星
行
し
斯
界
に
寄
與
す
る
所
が
多
か
っ
た
名
古
屋
温
故
會
は

今
回
又
國
費
弘
法
大
師
御
入
定
終
決
記
、
同
脇
寺
藏
一
切
経
、
徳
川

侯
爵
家
藏
熱
田
肚
平
話
，
石
河
男
尊
家
藏
嘉
元
濁
乱
、
情
妙
寺
藏
，

茶
屋
交
趾
貿
易
圖
を
四
つ
切
大
の
破
璃
版
に
附
し
温
故
雅
集
ミ
名

づ
け
て
登
行
す
る
こ
、
、
こ
な
り
、
去
る
五
月
母
一
日
に
其
の
第
二

一
切
経
を
頒
布
し
た
。
此
経
は
尾
張
樫
守
大
中
臣
課
長
が
嚢
願
し

て
當
時
の
能
筆
に
書
坐
せ
し
め
た
も
の
で
，
安
元
元
年
爲
．
経
の
事

　
　
・
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

を
始
め
治
承
二
年
に
終
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
揖
は
其
内
の
般

若
経
の
唐
櫃
、
同
中
蓋
表
面
の
繹
迦
＋
六
善
紳
、
般
若
菩
薩
十
六

善
紳
、
裏
面
の
識
語
、
唐
櫃
内
の
小
函
、
経
巻
表
紙
、
タ
首
，
同
裏

面
及
び
巻
宋
を
八
枚
の
爲
眞
ぐ
」
し
之
に
解
説
を
附
し
て
あ
っ
て
、

古
文
書
、
藝
術
の
研
究
上
少
か
ら
す
参
考
ミ
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
名
古
屋
温
故
會
嚢
行
，
罪
色
品
）
〔
松
野
〕

翻
二
十
史
朔
閏
表

陳

垣
　
署

　
嚢
に
元
西
域
人
華
化
考
を
著
は
し
て
東
洋
史
學
の
進
蓮
に
寄
與

せ
ら
れ
た
る
陳
垣
氏
近
頃
の
快
著
で
あ
る
。
著
者
は
北
京
大
學
に

あ
り
て
從
來
の
支
那
語
學
の
研
究
法
の
科
學
的
な
ら
ざ
る
を
慨
き

恒
に
各
種
の
研
究
を
嚢
表
し
て
必
ず
一
隻
眼
あ
る
を
示
し
て
居

る
。
夙
に
東
西
年
紀
の
研
究
に
訟
潜
心
し
て
支
那
麿
西
洋
暦
圃
暦

に
無
し
考
嫁
す
る
所
多
し
ミ
聞
く
、
本
書
は
即
ち
其
の
一
端
を
嚢

表
せ
る
も
の
に
し
て
、
支
那
熱
意
閏
の
研
究
を
目
的
ぐ
」
し
西
暦
回

歴
を
附
載
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
宋
の
劉
義
曳
の
長
暦
に
微
ひ
て

漢
高
組
元
年
よ
り
起
錐
し
、
耶
律
倣
の
邊
宋
朔
閏
考
餌
飼
の
四
史

朔
懸
魚
，
注
氏
の
長
術
清
の
萬
年
書
は
勿
論
、
支
那
に
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
M
閏
號
　
　
　
一
四
三
　
（
山
ハ
四
七
）



　
　
・
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

あ
ら
ゆ
る
麿
書
を
比
較
研
究
し
、
我
が
三
正
綜
魔
の
腱
裁
を
参
酌

し
て
民
國
二
十
九
年
ま
で
を
も
推
歩
立
表
し
て
あ
る
。
羅
馬
時
代

に
於
け
る
朔
閏
誤
算
の
事
よ
り
回
暦
の
詳
細
を
例
雷
に
叙
し
、
其

の
結
果
に
基
き
て
推
算
書
…
淫
す
る
所
極
め
て
精
緻
、
慮
々
に
史
實

の
年
紀
を
掲
げ
て
先
儒
の
計
算
董
に
蕗
記
の
誤
れ
る
黙
を
指
摘
設

明
し
て
あ
る
。
我
が
三
正
綜
魔
に
一
日
の
誤
算
あ
る
は
凋
知
の
と

で
あ
る
．
が
、
本
曇
は
之
を
も
考
訂
し
た
る
も
の
に
し
て
，
東
西
史

研
究
上
學
術
的
償
値
の
極
め
て
豊
な
る
重
藤
－
こ
す
る
に
足
り
る
。

巻
首
に
年
號
通
漁
あ
り
、
聡
末
に
魏
蜀
三
朔
閏
異
岡
表
、
陳
周
階

見
識
異
々
表
、
日
曜
表
を
附
し
、
叙
文
に
は
史
實
紀
年
の
誤
謬
の

四
五
例
に
つ
き
其
の
誤
れ
る
淵
源
を
嗣
明
し
た
る
短
篇
が
載
せ
ら

れ
て
あ
る
。囎

魏
書
宗
室
傳
注

羅
　
振
　
旧
著

　
羅
叔
言
氏
夙
に
魏
書
を
校
勘
せ
し
が
蕎
藁
古
妙
本
に
於
て
も
倫

ほ
明
か
な
ら
ざ
る
所
あ
る
を
以
て
塞
し
く
稿
本
を
億
底
に
藏
せ
ら

れ
た
。
然
う
に
近
年
洛
陽
出
豊
富
に
魏
の
宗
室
の
人
々
の
墓
誌
鰍

十
枚
を
得
ら
れ
た
れ
ば
、
此
根
本
史
料
に
基
き
て
先
づ
通
行
本
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
　
號
　
　
　
一
四
四
　
　
（
山
ハ
狐
八
）

書
宗
室
傳
の
焉
馬
魯
魚
の
誤
を
訂
正
し
、
夏
に
進
ん
で
其
侠
せ
る

も
の
を
補
綴
し
た
る
も
の
を
本
書
ミ
す
る
。
遜
行
本
の
史
實
に
違

ふ
も
の
多
き
中
に
て
も
唐
代
に
帝
の
誰
を
避
け
て
人
名
を
改
め
淵

を
深
に
作
れ
る
が
姉
き
は
其
の
驚
く
べ
き
も
の
の
一
で
あ
る
が
、

其
の
他
此
の
種
の
も
の
甚
だ
多
く
あ
る
。
先
づ
宗
室
世
系
表
を
掲

げ
て
之
に
補
注
を
加
へ
本
文
に
於
て
は
轟
之
李
文
諸
語
子
孫
列
傳

第
二
の
上
谷
公
紘
羅
の
傳
よ
り
校
勘
考
覆
二
期
訂
正
を
試
み
、
孝

文
五
王
の
慶
太
子
絢
、
了
知
王
愉
、
清
河
澤
、
贋
李
王
懐
、
汝
南

王
悦
に
及
ん
で
居
る
。
書
籍
の
本
文
研
究
に
蕉
奨
古
基
本
く
」
の
校

勘
の
重
要
直
な
る
は
贅
雷
を
須
た
ぬ
が
、
而
も
奮
蘂
古
妙
本
以
上

に
根
本
史
料
ε
し
て
縄
大
の
學
術
的
贋
値
あ
る
墓
誌
を
之
に
利
用

し
、
蕾
に
傳
爲
の
謬
を
訂
す
の
み
な
ら
す
、
史
の
鋏
を
も
補
ひ
た

る
こ
ぐ
」
は
，
以
て
本
書
の
學
術
的
償
燧
が
如
何
な
る
も
の
な
る
か

を
推
知
す
る
に
足
り
る
。

爾
増
訂
歴
代
一
一
圖
録

羅
　
振
　
玉
編

　
本
書
は
撒
年
前
に
刊
行
せ
し
歴
代
狩
碑
鰯
録
の
暦
訂
本
に
し
て

前
書
刊
行
後
、
葉
者
の
知
見
せ
し
符
碑
を
補
録
し
た
れ
ば
、
前
書



の
六
十
符
四
十
九
牌
は
塘
凝
せ
ら
れ
て
八
十
二
符
六
十
六
牌
ε
な

っ
て
居
る
。
巻
上
に
は
春
秋
列
章
動
漢
新
藩
晋
階
…
唐
武
周
の
鷹
、
節

漁
期
、
虎
節
、
虎
符
，
魚
符
、
魑
符
を
影
録
し
、
巻
下
に
は
宋
磁

西
夏
金
元
明
の
銅
牌
木
牌
牙
牌
を
圖
録
し
て
あ
る
。
特
に
解
詮
す

る
所
は
な
き
も
、
好
滲
考
書
た
る
を
失
は
ぬ
。
附
録
「
こ
し
て
補
導

鳳
葉
が
あ
る
。

郵
氏
が
古
く
甘
工
特
な
る
が
如
き
、
更
に
甚
だ
し
き
も
の
に
至
っ

て
は
元
魏
の
五
姓
な
る
纂
氏
源
氏
嚢
氏
普
氏
産
氏
が
元
魏
に
創
ま

ら
す
し
て
既
に
漢
代
に
存
せ
し
姓
氏
な
る
を
知
る
が
如
き
あ
り
、

從
來
の
支
那
氏
姓
の
研
究
に
憂
動
を
生
す
べ
き
も
の
が
多
い
。
韻

守
を
以
て
序
列
を
整
へ
巻
末
に
は
氏
姓
索
引
を
附
し
瞼
禺
の
便
に

供
し
て
あ
る
。

⑭
璽
印
姓
氏
徴

羅
振
玉
署

　
支
那
に
於
け
る
姓
氏
の
書
は
風
俗
蓮
姓
氏
編
、
王
符
の
潜
夫
論

姓
氏
よ
り
元
和
姓
纂
、
通
志
氏
族
略
記
姓
統
譜
等
幾
多
の
專
書
は

あ
る
が
、
．
近
頃
面
見
せ
ら
れ
た
る
古
代
の
不
印
に
右
諸
書
に
登
載

せ
ら
れ
ざ
る
姓
氏
が
彩
多
し
て
存
在
し
て
約
五
百
以
上
に
達
し
て

居
る
。
本
書
は
帥
ち
特
に
此
の
黙
に
留
意
し
て
史
書
の
鋏
を
補
は

む
が
爲
に
編
輯
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
，
璽
印
て
ふ
根
本
史
料

に
量
り
た
る
も
の
な
れ
ば
、
大
に
信
擁
す
る
に
足
る
べ
き
で
あ
る

之
に
よ
り
て
蕎
記
の
誤
謬
を
訂
正
し
得
た
る
も
の
決
し
て
砂
く
は

な
い
。
　
一
二
の
例
を
あ
ぐ
れ
ば
贋
首
其
他
姓
氏
書
類
に
室
中
氏
ε

あ
る
も
の
が
璽
印
に
あ
る
谷
倉
氏
の
前
言
な
る
が
如
き
、
或
は
椰

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

㊨
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
學
論
叢

　
本
書
は
本
會
評
議
員
内
藤
博
士
が
本
年
を
以
て
還
暦
の
辰
を
迎

へ
ら
る
、
を
以
て
、
同
僚
知
友
受
業
生
が
画
意
を
表
す
る
爲
に
起

稿
聡
呈
せ
し
記
念
論
文
集
で
あ
る
。
此
の
種
の
集
に
は
襲
年
ヒ
ル

ト
氏
に
謝
し
て
行
は
れ
、
近
く
は
白
鳥
博
士
に
縛
し
て
も
行
は
れ

た
る
こ
ε
が
あ
る
が
、
此
の
書
は
蕾
に
邦
入
學
者
の
み
な
ら
す
佛

國
支
那
の
二
者
を
も
網
羅
せ
る
聡
に
て
は
日
本
ε
し
て
は
室
前
の

も
の
ミ
謂
へ
る
。
巻
首
に
は
壽
言
を
載
せ
次
に
博
士
還
暦
叢
像
、

（
太
田
喜
二
郎
氏
錐
）
あ
り
、
次
に
明
治
三
十
年
一
月
よ
り
大
正
十

五
年
五
月
に
至
る
町
藤
博
士
著
作
年
表
あ
り
、
本
文
は
四
六
二
倍

版
一
千
百
鍛
冶
の
大
冊
に
し
て
東
洋
史
に
關
す
る
三
＋
三
家
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
五
　
　
（
山
ハ
四
九
）



　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
紹
　
　
介
　
　
　
　
　
　
，

文
を
富
め
門
類
焼
さ
に
備
っ
て
居
る
。
各
編
何
れ
も
心
血
を
灘
ぎ

た
る
研
究
の
み
な
れ
ば
之
を
以
て
東
洋
史
學
の
進
蓮
に
欝
奥
す
る

所
は
蓋
し
妙
く
は
な
い
。
殊
に
興
味
深
き
こ
ミ
は
執
筆
者
は
猫
り

東
洋
史
專
三
者
の
み
な
ら
す
、
國
史
西
洋
史
三
郎
史
地
理
璽
考
古

畢
支
那
哲
墨
支
那
文
墨
天
女
墨
の
專
攻
者
を
も
含
み
、
而
し
て
其

の
研
究
す
る
所
は
悉
く
東
洋
史
に
回
す
る
題
目
の
み
な
る
こ
ミ
に

し
て
、
要
す
る
に
東
洋
史
に
間
す
る
冬
方
面
の
研
究
を
ば
古
今
を

論
ぜ
す
牧
録
し
得
た
る
謬
で
あ
る
。
百
花
糠
織
一
こ
し
て
榮
を
競
ひ

華
を
雫
ふ
の
」
慨
が
あ
り
、
凡
そ
愛
｛
學
を
志
す
者
は
何
入
も
一
讃
せ

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
近
來
の
好
著
で
，
無
上
の
好
記
念
物
ε
謂
ふ
べ

き
で
あ
る
。
藪
に
各
編
の
要
鮎
を
列
摩
す
る
の
煩
さ
に
堪
へ
ざ
れ

ば
題
目
ε
執
筆
者
霊
を
左
に
開
列
し
て
置
く
に
留
め
る
。

　
○
素
建
書
妙
の
舜
典
孔
徳
　
　
　
　
文
學
士
　
石
濱
純
太
郎

　
○
高
麗
時
代
の
文
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
葉
　
岩
吉

　
〇
五
二
雲
形
周
に
就
い
て
　
　
　
文
學
士
　
井
上
以
智
爲

　
○
法
隆
三
寸
の
建
築
小
繕
撚
式
ミ
申
又
那
六
朝
の
建
築
斑
一
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
博
士
　
濱
田
　
耕
作

　
○
景
教
縄
典
序
瑠
迷
詩
所
経
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
山
上
　
（
山
ハ
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
博
士
　
羽
田
　
亨

○
支
那
歴
史
記
蓮
超
源
考
　
　
　
　
文
墨
士
　
丹
朋
　
正
義

○
経
墨
・
輿
上
に
於
け
る
穀
梁
家
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
本
田
　
成
之

○
目
○
、
懸
麟
躍
9
西
ぎ
2
0
二
¢
ρ
0
9
N
　
　
℃
碧
一
男
。
窪
9

0
北
支
那
先
週
蕃
族
考
　
　
　
　
理
墨
檸
士
　
小
川
　
琢
治

○
南
朝
に
於
け
る
士
庶
元
三
に
満
て
の
小
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
岡
崎
　
文
夫

O
邊
陽
劇
甚
墳
碑
文
の
解
設
　
　
　
文
墨
士
無
下
　
　
一

〇
西
邊
都
誠
顔
思
幹
児
朶
考
　
　
　
　
　
　
　
王
　
國
維

○
山
井
鼎
ε
七
経
書
子
考
文
補
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
狩
野
　
直
菖

○
道
　
統
　
傳
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
高
瀬
武
次
郎

○
守
口
史
資
料
ミ
し
て
見
る
べ
き
爾
速
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
武
融
　
義
雄

○
支
那
人
が
塞
外
入
を
胡
入
ミ
総
思
す
る
・

　
縁
由
に
回
す
る
疑
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
那
波
　
利
貞

○
彌
印
姓
氏
徴
序
　
　
　
　
　
　
　
羅
　
振
王

○
前
方
後
一
遇
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
梅
療
　
末
治

○
階
唐
時
代
に
支
那
に
來
住
し
た
西
城
人
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
桑
原
　
鴎
藏



○
國
史
研
究
に
於
け
る
支
那
知
識
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士

○
樂
府
の
研
究

○
白
蓮
教
の
胤
に
就
い
て

○
朝
鮮
の
瞳
に
就
い
て

○
校
漢
紀
書
後

0
焉
支
S
薄
霞

○
箆
曲
よ
り
皮
黄
調
へ
の
推
．
移

　
文
學
士

文
學
博
士

文
學
博
士

文
學
博
士

　
文
學
士

○
黒
龍
江
省
干
鳥
領
野
の
開
嚢
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士

黒
板
勝
美

倉
石
武
四
郎

矢
野
仁
一

松
本
文
三
郎

傅
　
塘
湘

藤
田
　
豊
八

青
木
　
正
児

有
高
　
康

○
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
支
那
の
最
近
事
」
に
つ
い
て

○
感
動
外
毯
の
冥
慮

○
潜
熱
國
考

○
東
洋
天
文
墨
史
大
綱

○
厳
慎
…
本
文
心
雛
龍
校
勘
記

文
學
博
士

文
墨
博
士

文
學
博
士

理
學
博
士

文
學
博
士

鈴i新白三坂
木城鳥浦ロ
虎新庫周
雄藏吉行昂

　
〇
五
代
宋
初
に
於
け
る
安
南
の
土
豪
下
垂
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
畢
士
　
杉
本
直
治
郎

（
京
都
寺
町
丸
太
町
弘
文
紫
野
行
、
優
八
、
五
〇
圓
）
〔
以
上
那
波
〕

第
＋
一
巻
　
　
紹

介

高
く
。
已
切
溢
簿
鍵
。
犀
N
茸
飼
≦
④
巳
（
ユ
Φ
σ
q
o
・
く
。
昌
国
膏
げ

　
切
類
口
Ω
窪
び
毎
瞬
（
切
Φ
盛
炉
一
り
鎗
）

　
ほ
草
同
時
代
を
取
扱
へ
る
著
蓮
ε
し
て
は
、
＜
曹
く
9
H
窪
号
博
士

の
二
U
Φ
鼠
。
。
∩
乞
き
紆
ぎ
。
。
・
・
①
⇔
宮
戸
葺
6
p
切
貯
髭
巨
（
ψ
》
ぴ
σ
窺
§
σ
q

げ
δ
聾
ヨ
国
巳
⑦
Ω
○
ω
ノ
＜
①
冥
H
δ
σ
q
。
。
、
．
あ
る
も
、
本
著
は
、
猫
逸

外
務
省
の
凡
て
の
文
書
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
著
述
で
あ

る
鮎
に
於
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
著
の
取

扱
へ
る
時
代
に
相
…
當
す
る
、
已
蓮
の
U
h
o
O
冠
。
。
。
。
Q
①
娼
。
算
欝
ミ
個
鉗

照
せ
し
む
れ
ば
甚
は
だ
興
味
を
感
ず
る
課
で
あ
る
。
猫
逸
外
務
省

公
文
書
よ
り
直
接
に
書
か
れ
た
S
云
ふ
事
は
、
富
合
の
最
大
特
色

で
あ
る
S
同
時
に
、
之
に
固
有
な
短
所
を
俘
っ
て
居
る
。
翻
ち
、

凋
逸
文
書
以
外
の
他
國
文
書
を
毫
も
探
用
せ
な
か
っ
た
事
は
大
な

る
鋏
鮎
ε
す
べ
き
で
あ
る
。
併
し
、
署
者
が
狸
逸
側
の
実
料
の
み

を
取
扱
ひ
な
が
ら
、
嚴
正
な
る
歴
史
家
の
立
場
を
失
は
な
か
っ
た

事
は
誠
に
賞
護
に
値
す
べ
く
、
熊
本
著
に
よ
っ
て
從
來
曖
昧
で
あ

っ
た
事
件
に
し
て
明
白
に
さ
れ
た
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
三
國
同
盟
、
三
國
協
定
の
成
立
に
よ
っ
て
．
．
ω
℃
百
象
島
ω
○
藝
学

○
肱
．
に
不
安
を
感
じ
二
つ
た
英
國
が
、
一
入
九
八
年
以
後
の
三
年

第
四
癖
胆
　
　
　
一
四
七
　
　
（
山
ハ
五
一
）


